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出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
│
│
寺
領
の
問
題
を
中
心
に
│
│
松
本
和
明
は
じ
め
に
近
世
寺
社
領
研
究
は
、
安
堵
の
あ
り
方
を
当
該
時
期
の
幕
府
政
策
と
関
連
づ
け
て
追
究
す
る
政
治
史
的
立
場
や
、
幕
藩
関
係
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
は
寺
院
を
核
と
し
た
地
域
社
会
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
寺
院
社
会
論
の
観
点
な
ど
か
ら
も
進
め
ら
れ
、
近
年
徐
々
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寺
社
領
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
の
専
論
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
よ
う
。
寺
社
領
支
配
の
実
態
と
は
、
①
寺
社
領
主
と
し
て
の
固
有
の
施
策
と
そ
の
寺
社
領
へ
の
影
響
、
②
①
と
は
逆
に
寺
社
領
や
周
辺
地
域
の
動
向
が
寺
社
領
主
に
与
え
る
影
響
、
③
寺
社
領
内
部
や
寺
社
領
が
存
在
す
る
村
内
で
生
起
す
る
問
題
と
そ
の
特
徴
、
な
ど
を
想
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
個
別
に
展
開
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
密
接
に
関
連
す
る
と
考
え
て
い
る
。
筆
者
は
か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
①
・
②
に
つ
い
て
出
羽
国
山
形
宝
幢
寺
領
に
お
け
る
土
地
所
持
の
実
態
と
宝
幢
寺
に
よ
る
支
配
と
の
関
係
を
分
析
し
た
が
⑴
、
③
に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
重
田
正
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
朱
印
地
安
堵
の
際
、
村
の
添
簡
が
必
要
と
さ
れ
た
意
味
も
重
要
と
考
え
る
。
筆
者
も
含
め
て
こ
れ
を
除
地
の
証
明
の
た
め
と
考
え
た
が
⑵
、
そ
の
意
義
を
敷
衍
さ
せ
て
考
え
る
と
、
寺
社
領
安
堵
が
支
配
二
九
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
村
落
内
部
で
の
問
題
と
も
密
接
に
関
連
す
る
た
め
、
と
い
う
理
解
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
村
内
の
除
地
に
つ
い
て
、
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
て
朱
印
地
と
な
っ
た
段
階
で
支
配
関
係
を
異
に
す
る
土
地
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
寺
社
領
民
が
忽
然
と
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
保
垣
孝
幸
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
実
態
な
き
寺
社
領
⑶
と
い
え
ど
も
、
村
に
と
っ
て
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
し
て
や
実
態
と
し
て
土
地
が
存
在
し
、
領
民
が
存
在
す
る
寺
社
領
が
孕
ま
れ
る
場
合
、
そ
の
影
響
は
事
毎
に
及
ぶ
と
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
村
に
と
っ
て
寺
社
領
と
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
生
起
す
る
諸
問
題
を
通
し
て
追
究
す
る
こ
と
は
寺
社
領
の
性
質
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
論
点
と
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
如
上
の
問
題
関
心
か
ら
、
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
い
て
文
久
期
に
生
起
し
た
、
入
会
山
を
め
ぐ
る
宝
幢
寺
領
と
幕
領
と
の
争
論
を
取
り
上
げ
る
。
本
争
論
は
嘉
永
期
か
ら
続
く
一
連
の
山
論
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
近
世
期
を
通
じ
て
山
口
村
が
抱
え
続
け
た
山
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、
土
地
の
移
動
が
激
し
く
、
そ
れ
に
伴
い
高
抜
き
な
ど
の
問
題
が
生
起
す
る
当
該
地
域
で
あ
る
が
、
か
か
る
経
済
活
動
と
は
別
の
問
題
と
し
て
（
密
接
に
関
連
す
る
が
）、
争
論
か
ら
問
題
の
所
在
・
両
者
の
論
理
と
と
も
に
、
宝
幢
寺
領
が
存
在
す
る
こ
と
が
村
の
動
向
に
如
何
な
る
規
定
性
を
与
え
て
い
た
の
か
、
寺
院
領
主
で
あ
る
宝
幢
寺
の
動
向
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
。
山
口
村
に
お
け
る
当
該
期
の
山
野
争
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
木
正
敏
・
茎
田
佳
寿
子
・
渡
辺
尚
志
の
三
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
⑷
。
高
木
・
渡
辺
両
氏
の
研
究
は
、
今
回
取
り
上
げ
る
文
久
期
争
論
と
も
係
わ
り
、
そ
の
前
段
階
と
も
い
え
る
、
弘
化
〜
安
政
期
に
生
起
し
た
争
論
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
山
口
村
の
村
落
構
造
分
析
を
基
礎
と
し
て
入
会
山
慣
行
の
実
態
・
変
容
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
茎
田
氏
は
法
意
識
の
問
題
を
切
り
口
と
し
て
、
訴
訟
経
過
を
丹
念
に
分
析
し
つ
つ
、
訴
訟
当
事
者
の
論
理
と
、
代
官
・
勘
定
奉
行
所
・
評
定
所
と
い
っ
た
幕
府
機
関
が
法
的
決
定
に
い
た
る
論
理
を
追
究
す
る
。
本
稿
も
如
上
の
三
氏
の
研
究
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
研
究
も
宝
幢
寺
領
民
が
争
論
に
加
わ
っ
て
以
後
、
な
い
し
は
宝
幢
寺
の
動
向
に
つ
い
て
は
未
分
析
で
あ
る
（
茎
田
氏
の
研
究
で
は
弘
化
〜
安
政
期
争
論
で
の
寺
領
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
〇
ら
れ
て
い
る
）。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、
本
一
件
は
寺
領
民
の
主
体
的
行
動
に
加
え
、
宝
幢
寺
が
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
故
に
弘
化
〜
安
政
期
争
論
の
落
着
直
後
に
再
び
争
論
と
な
り
、
か
つ
支
配
違
い
の
問
題
も
絡
ん
で
複
雑
化
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
か
か
る
点
に
注
目
す
る
こ
と
で
異
な
る
視
点
を
提
示
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
て
、
本
論
に
入
る
前
に
、
宝
幢
寺
と
山
口
村
の
概
要
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
宝
幢
寺
は
新
義
真
言
宗
の
寺
院
で
、
山
形
城
下
に
所
在
す
る
。
天
童
愛
宕
権
現
の
別
当
寺
で
も
あ
っ
た
。
近
世
に
は
村
山
郡
二
十
五
ヵ
村
に
一
三
七
〇
石
の
朱
印
地
と
末
寺
門
徒
三
十
二
ヵ
寺
を
擁
し
て
い
た
。
本
寺
は
醍
醐
光
台
院
、
本
山
は
智
積
院
・
小
池
坊
（
長
谷
寺
）
で
あ
り
、
両
本
山
配
下
の
江
戸
触
頭
（
お
も
に
弥
勒
寺
）
の
触
下
に
あ
っ
た
。
宝
幢
寺
は
、
住
持
の
居
所
た
る
本
坊
と
子
院
か
ら
な
り
、
子
院
住
持
と
末
寺
住
持
が
交
代
で
役
僧
を
務
め
た
。
ま
た
、
近
世
後
期
段
階
に
は
宮
城
・
曽
根
・
平
松
・
佐
藤
（
天
保
期
ま
で
）・
崑
野
（
天
保
期
以
降
）
の
各
家
が
寺
役
人
と
し
て
あ
り
、
役
僧
と
と
も
に
一
山
・
寺
領
全
体
を
総
覧
し
て
い
た
。
寺
領
は
山
形
近
辺
の
西
田
表
・
中
野
村
他
七
ヵ
村
、
天
童
近
辺
十
六
ヵ
村
に
散
在
し
、
山
形
近
辺
は
「
中
野
郷
」、
天
童
近
辺
は
「
天
童
郷
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
天
童
郷
に
つ
い
て
は
、
天
童
門
前
村
に
居
住
す
る
大
庄
屋
・
役
人
ら
が
管
掌
し
て
お
り
、
同
郷
に
属
す
る
山
口
村
も
、
宝
幢
寺
と
の
間
で
の
上
達
・
下
達
は
基
本
的
に
は
彼
ら
を
介
し
て
な
さ
れ
て
い
た
⑸
。
つ
ぎ
に
、
山
口
村
の
概
要
を
確
認
す
る
。
近
世
中
期
以
降
は
村
高
二
一
八
三
石
余
で
、
支
配
ご
と
の
内
訳
は
幕
領
二
〇
七
六
石
余
・
宝
幢
寺
領
八
十
三
石
余
・
若
松
観
音
堂
領
二
十
三
石
余
で
あ
っ
た
。
村
は
、
押
切
川
の
扇
状
地
に
所
在
し
、
西
を
除
く
三
方
は
山
野
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
東
側
（
押
切
川
の
上
流
側
）
か
ら
上
（
六
五
六
石
余
）・
中
（
八
〇
九
石
余
）・
下
（
六
一
〇
石
余
）
の
三
組
に
分
か
れ
る
い
っ
ぽ
う
、
中
組
に
は
郷
蔵
な
ど
も
あ
り
、
山
口
本
郷
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
各
組
に
村
役
人
が
い
た
が
、
伊
藤
義
左
衛
門
家
は
代
々
中
組
名
主
を
務
め
る
豪
農
で
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降
は
下
組
名
主
を
兼
帯
す
る
。
幕
領
反
別
は
、
田
五
十
九
町
二
反
六
畝
十
歩
・
畑
九
十
七
町
五
反
四
歩
と
な
っ
て
お
り
、
畑
が
ち
の
村
落
で
、
紅
花
生
産
が
反
別
の
約
一
割
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
明
治
初
年
戸
籍
で
二
六
〇
軒
中
一
五
八
軒
が
借
地
（
無
高
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
も
常
に
六
割
前
後
の
無
高
層
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
⑹
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
一
図 山口村地内山林略図
【出典】高木正敏「羽州村山地方における入会慣行と山論－特に山口村を中心
に－」（『法政史論』7、1979年）の図〔Ⅰ〕より転載。但し、図中央
にみえる字名「渡戸」は「瀬戸」とあったが、訂正を加えた。
表 山口村組別入会山・他村入会山
組 年貢山 隔間山御役山 下草役永山
上組 はしかみ作山
中ノ平山 千代ヶ沢山
大作山 菅ノ原山
長作山 新林山
坊所山
中組 瀬戸山
狐原山 深沢山
名乗山
杉ノ木山
吹込山
下組 荒井原山
羽黒山 熊取山
トヤヶ森山 学頭沢山
妙見山 水沢山
宮ノ脇山
他村入会 大柳山・柏倉山
道満村・矢野目村・乱川村・小関村・高木村・老野森
村・成生村・久野本村・窪野目村・天童三日町・天童
中町・天童五日町・天童小路町・天童田町
註 1）隔間山・下草役永山は御林山。
註 2）御林山の反別 1240町 8反、御役永 1貫 627文。
【出典】慶応 4年「村差出明細帳」（『天童市史編集 資料』1、90頁、山口村文書 S 208。
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
二
わ
た
ど
寺
領
は
村
内
全
域
に
散
在
し
て
い
た
が
、
寺
領
民
十
八
軒
は
上
組
枝
郷
の
渡
戸
に
集
住
し
、
寺
領
庄
屋
が
置
か
れ
て
い
た
。
た
だ
、
幕
領
に
住
む
寺
領
民
や
、
反
対
に
寺
領
に
住
む
幕
領
民
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、
居
住
地
と
人
別
と
の
支
配
関
係
が
合
致
せ
ず
、
渡
戸
を
中
心
と
し
つ
つ
も
入
交
じ
っ
て
い
る
状
況
と
い
え
る
。
明
治
初
年
の
社
寺
領
上
知
時
の
調
査
で
は
、
久
野
本
村
の
豪
農
青
柳
安
助
が
実
際
に
は
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
寺
領
田
畑
が
多
数
確
認
で
き
、
か
よ
う
に
他
村
民
所
持
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
本
稿
で
い
う
寺
領
と
は
宝
幢
寺
領
を
、
寺
領
民
と
は
宝
幢
寺
領
民
を
指
す
。
今
回
問
題
と
な
る
山
口
村
の
山
野
に
つ
い
て
は
、
図
・
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
り
、
年
貢
山
・
隔
間
山
御
役
山
・
下
草
役
永
山
に
区
分
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
各
組
の
山
と
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
争
論
は
、
自
分
た
ち
は
こ
の
山
野
の
組
分
け
の
埒
外
で
あ
る
（
ど
の
山
で
山
稼
ぎ
を
行
っ
て
も
よ
い
）
と
い
う
寺
領
民
の
主
張
に
端
を
発
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
に
直
接
争
点
と
な
っ
て
く
る
よ
う
な
実
態
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
な
か
で
適
宜
確
認
し
て
い
き
た
い
。
一
文
久
期
争
論
に
つ
い
て
弘
化
〜
安
政
期
に
上
組
と
中
下
両
組
と
の
間
で
争
わ
れ
て
い
た
、
山
野
が
一
村
全
体
の
入
会
地
か
、
進
退
分
け
（
各
組
ご
と
に
入
会
地
を
区
分
）
か
、
を
め
ぐ
る
入
会
山
論
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
幕
府
裁
許
に
よ
り
結
審
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
寺
領
民
が
こ
の
訴
訟
に
参
加
す
る
。
文
久
二
年
に
焼
失
し
た
護
摩
堂
再
建
を
発
起
し
た
宝
幢
寺
か
ら
そ
の
用
材
調
達
が
寺
領
ほ
か
に
求
め
ら
れ
た
際
、
水
晶
山
伐
木
を
め
ぐ
っ
て
隣
村
川
原
子
村
よ
り
停
止
す
べ
し
と
の
通
告
が
あ
り
、
同
山
が
寺
領
か
否
か
、
そ
の
所
持
権
を
め
ぐ
っ
て
係
争
中
の
さ
な
か
の
文
久
二
年
四
月
、
寺
領
民
一
同
よ
り
宝
幢
寺
に
対
し
て
、
同
寺
よ
り
幕
府
へ
山
口
村
中
下
両
組
を
相
手
取
り
訴
訟
下
さ
れ
た
き
旨
の
願
書
を
提
出
す
る
⑺
。
こ
れ
を
う
け
、
宝
幢
寺
が
出
訴
す
る
こ
と
と
な
る
。
同
年
六
月
付
の
宝
幢
寺
隠
居
朝
海
（
住
持
浄
珊
は
煩
い
）
よ
り
幕
府
寺
社
奉
行
所
宛
の
訴
状
⑻
か
ら
そ
の
論
理
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
争
論
の
要
因
と
な
る
山
口
村
内
に
お
け
る
寺
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
三
領
・
寺
領
民
の
あ
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
末
尾
の
〔
参
考
史
料
〕
に
全
文
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
も
と
は
寺
領
民
は
存
在
せ
ず
、
同
一
領
主
（
山
形
藩
）
を
戴
い
て
い
た
が
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
徳
川
家
光
朱
印
状
に
よ
り
山
口
村
内
に
八
十
三
石
余
の
朱
印
地
が
成
立
し
た
際
に
寺
領
民
と
し
て
分
離
さ
れ
、
現
在
は
上
組
に
孕
ま
れ
る
か
た
ち
で
十
八
軒
あ
る
と
す
る
（
①
）。
し
か
し
、
諸
普
請
入
用
・
諸
人
足
な
ど
の
役
負
担
は
幕
領
・
寺
領
の
区
別
な
く
一
村
と
し
て
務
め
て
お
り
、
田
畑
の
肥
料
を
得
る
た
め
に
村
内
の
御
林
山
野
へ
入
山
し
、
下
草
苅
を
行
う
に
つ
い
て
も
、
往
古
よ
り
区
別
な
く
山
役
永
を
納
め
て
い
る
（
②
）。
山
あ
い
の
村
で
あ
り
「
迚
も
百
姓
一
派
ニ
而
者
相
続
難
出
来
村
方
」
で
あ
る
た
め
、
農
間
に
御
林
山
野
に
て
炭
焼
・
薪
伐
採
の
う
え
近
辺
市
中
へ
販
売
し
て
お
り
、
炭
焼
に
つ
い
て
は
竃
の
口
数
に
応
じ
て
竃
立
主
が
役
永
を
納
め
て
い
る
が
、
こ
れ
も
区
別
が
な
い
。
わ
け
て
も
寺
領
民
は
村
内
で
も
山
寄
り
に
住
居
の
う
え
に
少
高
困
窮
の
百
姓
の
み
で
あ
り
「
山
稼
第
一
」
の
状
況
で
あ
る
（
③
）。
と
こ
ろ
が
、
嘉
永
元
年
〜
安
政
四
年
争
論
の
際
、
中
組
名
主
伊
藤
義
左
衛
門
が
上
組
名
主
吉
郎
兵
衛
を
相
手
取
り
、
村
内
の
御
林
か
ら
奥
山
野
に
い
た
る
す
べ
て
の
山
野
に
つ
い
て
、
各
組
が
入
山
可
能
な
場
所
を
区
分
す
る
と
い
う
、「
三
組
夫
々
進
退
分
ヶ
」
を
主
張
し
、
東
根
代
官
所
へ
出
訴
す
る
。
そ
し
て
、
評
定
所
よ
り
入
会
山
の
組
分
け
が
示
さ
れ
、
寺
領
民
は
上
組
分
の
山
に
の
み
入
会
可
と
の
裁
許
が
下
さ
れ
る
（
④
）。
こ
れ
に
対
し
て
寺
領
民
は
「
新
規
之
儀
定
」
で
あ
る
と
指
弾
の
う
え
、
御
林
山
野
は
全
て
入
会
で
あ
り
、
と
く
に
朱
印
高
所
持
百
姓
よ
り
毎
年
薪
六
十
束
を
寺
へ
納
入
し
て
い
る
と
い
う
役
負
担
の
実
績
か
ら
、
寺
領
山
林
が
あ
る
は
ず
と
主
張
し
、
寺
領
民
だ
け
は
従
来
通
り
入
会
山
稼
ぎ
を
行
え
る
よ
う
幕
府
へ
訴
え
て
く
れ
る
よ
う
宝
幢
寺
へ
依
頼
し
て
き
た
と
す
る
。
寺
は
「
成
丈
外
働
方
」
を
模
索
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
の
（
⑤
〜
⑧
）、
結
句
、
寺
領
民
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
寺
社
奉
行
へ
出
願
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
⑧
・
⑨
）、
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
が
こ
の
史
料
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
寺
領
民
の
主
張
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
が
前
提
に
あ
る
が
、
後
段
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
宝
幢
寺
は
寺
領
民
の
離
脱
を
阻
止
し
て
ま
で
こ
の
訴
訟
を
継
続
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寺
領
民
へ
同
調
し
た
の
は
慈
悲
で
も
何
で
も
な
く
、
寺
領
民
の
利
害＝
寺
の
利
害
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
、
寺
領
民
が
古
来
よ
り
入
会
と
主
張
す
る
根
拠
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
四
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
六
月
二
十
九
日
付
の
、
大
庄
屋
伊
藤
義
左
衛
門
と
上
山
口
村
庄
屋
・
組
頭
よ
り
宝
幢
寺
門
前
村
割
元
・
寺
領
上
下
山
口
村
地
頭
宛
証
文
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
⑼
こ
の
結
果
、
訴
訟
主
体
は
宝
幢
寺
と
な
る
が
、
閏
八
月
十
三
日
に
は
宝
幢
寺
役
僧
・
役
人
よ
り
義
左
衛
門
へ
対
し
て
、「
今
般
御
文
言
を
絵
図
之
面
江
為
引
合
候
所
、
三
組
入
会
之
奥
山
向
者
都
而
御
裁
許
外
ニ
有
之
候
間
、
如
古
来
寺
領
茂
入
会
相
稼
差
支
無
之
義
与
相
心
得
候
間
、
中
下
両
組
ニ
而
も
同
様
之
御
心
得
ニ
候
ハ
ヽ
、
此
度
奉
差
上
置
候
訴
状
絵
図
面
下
ヶ
切
願
可
致
心
得
⑽
」
で
あ
る
こ
と
を
通
知
し
て
い
る
（
引
用
史
料
に
つ
い
て
、
闕
字
は
一
字
あ
け
、
平
出
は
二
字
あ
け
、
以
下
同
じ
）。
三
組
入
会
の
奥
山
は
す
べ
て
弘
化
〜
嘉
永
期
争
論
裁
許
の
規
定
外
で
あ
っ
て
、
昔
か
ら
寺
領
民
が
山
稼
ぎ
を
行
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
場
所
で
あ
る
た
め
、
中
下
両
組
が
同
様
の
考
え
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
訴
訟
取
り
下
げ
を
交
換
条
件
と
し
て
奥
山
に
お
け
る
寺
領
民
の
山
稼
ぎ
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
宝
幢
寺
か
ら
の
懸
合
い
に
対
し
、
義
左
衛
門
は
閏
八
月
二
十
三
日
付
の
宝
幢
寺
役
僧
・
役
人
宛
書
状
⑾
に
お
い
て
つ
ぎ
に
よ
う
に
反
論
す
る
。
ま
ず
、
先
の
弘
化
〜
安
政
期
争
論
は
村
内
の
争
い
（
上
組
と
中
下
組
）
で
あ
り
、
十
二
年
も
の
年
月
を
経
て
東
根
役
所
で
吟
味
・
落
着
す
る
寸
前
に
寺
領
百
姓
が
上
組
に
加
担
し
た
が
、
寺
領
と
は
い
え
村
内
の
こ
と
で
も
あ
り
、
代
官
役
所
に
お
け
る
訴
答
吟
味
に
て
落
着
し
よ
う
と
し
た
矢
先
に
、
寺
領
民
が
何
の
連
絡
も
な
く
宝
幢
寺
へ
訴
え
、
同
寺
か
ら
幕
府
へ
訴
え
た
た
め
に
「
私
共
御
支
配
御
手
限
御
吟
味
難
被
成
様
罷
成
、
遂
ニ
御
奉
行
所
御
差
出
相
成
」
っ
た
と
す
る
。
そ
の
た
め
、「
長
々
之
一
件
内
外
諸
雑
費
不
軽
一
統
困
窮
ニ
陥
難
渋
罷
在
候
折
柄
、
又
々
御
寺
領
与
出
入
立
候
様
罷
成
候
而
者
、
此
上
之
難
儀
も
歎
敷
、
私
共
ニ
お
ゐ
て
ハ
不
平
を
好
候
義
更
ニ
無
之
」
と
、
先
の
争
論
の
雑
費
で
一
統
困
窮
し
て
い
る
な
か
、
寺
領
民
と
の
再
度
の
争
論
は
回
避
し
た
い
と
い
う
思
惑
の
も
と
、「
右
一
条
ハ
其
御
朱
印
地
ニ
拘
候
儀
と
も
心
得
不
申
、
畢
竟
御
寺
領
之
も
の
共
当
村
山
野
江
入
会
稼
い
た
し
度
存
念
 
起
り
候
義
与
被
察
候
」
と
い
う
論
理
を
持
ち
出
し
、
あ
く
ま
で
村
内
で
の
解
決
を
志
向
す
る
。
文
久
三
年
五
月
の
中
下
両
組
よ
り
寒
河
江
代
官
宛
の
願
書
⑿
で
は
、
前
述
の
如
き
寺
社
奉
行
宛
訴
状
に
お
け
る
宝
幢
寺
の
主
張
に
対
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
五
し
、
詳
細
な
反
論
が
記
さ
れ
て
お
り
、
訴
訟
が
進
む
に
従
い
論
理
が
練
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
そ
れ
を
摘
記
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
①
寺
領
民
は
三
組
入
会
場
・
他
所
入
会
場
へ
の
立
入
も
禁
止
さ
れ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
確
か
な
証
拠
も
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
中
下
組
の
小
前
の
者
へ
は
諭
し
て
穏
便
に
解
決
し
た
い
。
②
伝
馬
ほ
か
諸
入
用
を
村
並
に
納
入
し
て
き
た
と
い
う
が
、
寺
領
民
が
幕
領
の
土
地
を
所
持
し
て
い
る
場
合
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
寺
領
へ
は
か
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
諸
入
用
は
上
組
に
納
入
し
て
お
り
、
山
口
村
一
村
と
し
て
賦
課
し
て
い
な
い
。
先
の
裁
許
も
寺
領
だ
け
は
全
山
入
会
を
許
可
さ
れ
た
と
思
い
請
印
し
た
と
い
う
が
、
心
得
難
い
主
張
で
あ
る
。
③
寺
領
所
持
の
幕
領
民
が
宝
幢
寺
へ
薪
年
貢
を
納
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
寺
領
山
林
が
所
在
す
る
は
ず
と
主
張
す
る
が
、
寺
領
所
持
が
故
で
あ
り
、
山
野
へ
の
賦
課
で
は
な
い
。
④
他
村
他
所
の
土
地
を
質
流
れ
に
て
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
土
地
の
所
在
す
る
村
へ
野
銭
・
山
役
銭
を
納
入
す
る
が
、
村
持
ち
の
山
野
へ
の
立
入
り
は
不
可
と
い
う
村
山
郡
の
慣
習
が
あ
る
。
下
組
の
小
作
人
が
上
組
の
土
地
を
小
作
し
よ
う
と
も
、
上
組
の
野
山
へ
立
ち
入
る
こ
と
は
禁
止
で
あ
る
。
⑤
弘
化
〜
安
政
期
争
論
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
先
代
義
左
衛
門
死
去
に
加
え
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
義
左
衛
門
酒
田
湊
廻
米
詰
中
と
い
う
状
況
下
で
生
起
し
て
（
上
組
名
主
）
お
り
、
義
左
衛
門
は
「
素
々
吉
郎
兵
衛
義
若
輩
未
熟
之
義
左
衛
門
を
見
侮
り
仕
掛
候
」
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
寺
領
民
の
訴
訟
参
加
に
よ
り
、「
私
共
者
勿
論
、
一
村
挙
而
寺
領
之
た
め
江
戸
御
差
出
相
成
」
っ
た
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
質
流
れ
地
を
は
じ
め
と
す
る
、
所
持
者
・
耕
作
者
・
土
地
片
の
錯
綜
状
況
と
山
役
負
担
の
慣
習
が
争
論
の
前
提
に
あ
り
、
か
つ
上
組
・
寺
領
民
は
名
主
義
左
衛
門
代
替
り
・
不
在
時
を
狙
う
と
い
う
よ
う
に
、
戦
略
的
に
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
寺
領
民
の
訴
訟
参
加
に
よ
り
、
支
配
代
官
の
手
限
り
吟
味
が
行
い
え
ず
、
訴
答
双
方
と
も
江
戸
で
の
審
理
と
な
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
文
久
三
年
十
月
に
義
左
衛
門
ら
が
幕
府
奉
行
所
へ
提
出
し
た
返
答
書
⒀
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
１
】
（
前
略
）
村
内
ニ
お
ゐ
て
ハ
先
年
之
山
論
寺
領
加
り
候
故
を
以
数
年
之
間
艱
難
困
苦
仕
、
右
之
疲
労
容
易
不
立
直
、
衣
食
金
ニ
付
而
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
六
も
女
童
部
ニ
至
迄
且
暮
、
寺
領
を
恨
罷
在
、
此
上
迚
も
永
年
之
内
ニ
者
何
等
之
異
変
可
有
之
も
難
斗
、
僅
な
る
寺
領
之
た
め
聊
之
義
を
も
御
差
出
相
成
候
様
ニ
而
ハ
、
御
上
様
江
奉
掛
御
苦
労
候
而
已
な
ら
す
、
相
続
筋
ニ
も
拘
難
儀
至
極
仕
候
間
、
決
而
新
規
入
会
等
不
相
成
様
仕
度
旨
小
前
一
統
申
出
候
得
共
、
以
来
寺
領
之
も
の
共
和
融
随
従
い
た
し
、
山
稼
方
之
儀
者
当
村
並
之
取
締
請
、
万
一
異
変
出
来
候
節
者
私
共
御
支
配
手
限
之
御
捌
可
請
趣
之
一
札
地
頭
宝
幢
寺
も
加
印
之
上
、
支
配
御
役
所
江
差
出
置
候
様
相
成
候
ハ
ヽ
、
自
然
勝
手
之
働
も
差
止
、
山
野
取
締
一
村
無
難
永
続
之
基
業
相
立
候
様
ニ
も
可
相
成
歟
（
後
略
）
弘
化
〜
安
政
期
争
論
に
続
き
今
回
も
寺
領
民
が
加
担
し
て
江
戸
出
訴
と
な
り
、
村
内
が
大
変
疲
弊
し
、
村
民
は
「
寺
領
を
恨
」
む
ま
で
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
村
内
に
お
け
る
寺
領
民
の
占
め
る
割
合
は
僅
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
事
で
す
ら
も
江
戸
出
訴
に
な
っ
て
は
お
上
に
ご
苦
労
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
村
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
和
融
の
う
え
、
以
後
寺
領
民
の
山
稼
に
つ
い
て
村
並
の
取
締
を
う
け
、
異
変
時
に
は
支
配
領
主
の
手
限
り
吟
味
に
て
解
決
す
べ
き
旨
の
一
札
を
作
成
の
う
え
、
宝
幢
寺
も
そ
れ
に
加
印
さ
せ
、
支
配
役
所
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
以
後
寺
領
民
の
「
勝
手
之
働
」
も
止
み
、
以
後
と
も
問
題
が
生
起
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
寺
領
民
と
の
訴
訟
は
支
配
違
い
と
な
り
幕
府
評
定
所
扱
い
と
な
る
が
、
長
期
に
わ
た
る
江
戸
往
復
・
滞
在
の
負
担
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
が
全
村
民
に
割
掛
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
で
に
「
寺
領
を
恨
」
む
ま
で
の
負
担
で
あ
っ
た
よ
う
で
⒁
、
名
主
で
あ
る
義
左
衛
門
は
、
か
か
る
村
内
で
の
相
互
不
信
に
よ
る
秩
序
崩
壊
、
さ
ら
に
は
負
担
に
あ
え
ぐ
村
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
寺
領
民
と
の
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
村
内
で
の
問
題
と
し
て
支
配
領
主
の
手
限
り
吟
味
に
て
解
決
し
う
る
方
策
を
希
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
寺
領
民
の
立
場
か
ら
み
る
と
義
左
衛
門
は
「
中
下
ノ
惣
代
義
左
衛
門
希
減
強
気
之
仁
物
⒂
」、
あ
る
い
は
「
何
れ
ニ
も
義
左
衛
門
儀
村
内
ハ
勿
論
郡
中
ニ
而
も
小
児
之
泣
も
相
止
候
程
之
権
威
を
轟
し
、
当
村
内
壱
人
名
主
ニ
而
御
用
向
ハ
勿
論
御
林
立
木
差
配
方
私
曲
之
斗
ひ
数
々
相
見
へ
候
得
共
、
誰
壱
人
御
支
配
御
役
所
江
訴
出
候
者
茂
無
之
程
之
仁
躰
ニ
有
之
候
故
、
兎
角
微
力
之
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
七
寺
領
与
見
侮
難
題
申
懸
⒃
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
口
村
名
主
で
あ
り
、
か
つ
豪
農
で
も
あ
る
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
権
高
な
人
物
に
映
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
出
入
中
七
ヶ
年
余
之
諸
雑
用
三
千
六
百
両
相
掛
り
候
趣
、
中
下
組
之
高
所
持
仕
候
者
江
者
相
手
上
組
之
も
の
ま
て
割
出
し
厳
敷
取
立
、
下
組
ニ
而
者
多
分
入
用
差
出
兼
候
故
、
残
金
五
百
両
之
代
ニ
下
組
江
組
訳
ニ
相
成
候
熊
取
山
被
奪
取
、
義
左
衛
門
持
山
与
唱
置
由
⒄
」
と
、
こ
の
時
点
ま
で
の
出
訴
費
用
三
千
六
百
両
の
割
付
け
・
取
立
て
を
厳
し
く
行
い
、
下
組
の
未
払
い
金
五
百
両
の
か
た
と
し
て
下
組
に
属
す
る
熊
取
山
を
奪
い
取
り
、
持
山
と
し
た
、
と
い
う
。
か
か
る
主
張
は
、
訴
答
双
方
の
立
場
・
主
張
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
寺
領
民
の
立
場
と
し
て
は
、
名
主
と
し
て
、
ま
た
豪
農
と
し
て
「
小
児
之
泣
も
相
止
候
程
之
権
威
を
轟
」
す
存
在
で
あ
る
義
左
衛
門
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
村
内
で
の
問
題
を
処
理
し
て
い
く
さ
ま
は
（
今
回
も
あ
く
ま
で
村
内
で
の
問
題
と
し
て
村
内
解
決
を
志
向
）、
上
組
の
、
し
か
も
そ
の
枝
郷
で
あ
る
渡
戸
に
わ
ず
か
に
集
住
す
る
寺
領
民
の
目
に
は
、
ま
さ
に
「
社
会
的
権
力
」
と
し
て
の
立
場
で
村
内
少
数
派
を
圧
殺
す
る
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
寺
領
民
が
宝
幢
寺
を
担
ぎ
出
し
た
の
も
、
支
配
違
い
争
論
に
持
ち
込
み
、
村
内
で
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
と
い
う
し
た
た
か
な
戦
術
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
寺
領
の
伏
在
は
「
社
会
的
権
力
」
を
相
対
化
す
る
側
面
も
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
逆
に
、
義
左
衛
門
の
立
場
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
訴
訟
の
延
長
は
山
口
村
に
と
っ
て
危
機
的
状
況
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
、
名
主
と
し
て
も
主
導
的
に
「
進
退
訳
」
と
し
て
速
や
か
に
落
着
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
寺
領
民
ら
の
目
に
は
強
権
的
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
厳
し
い
訴
訟
費
用
の
割
掛
け
や
下
組
の
未
払
い
分
の
か
た
と
し
て
同
組
山
を
自
ら
の
所
持
と
し
た
と
指
弾
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
未
払
い
分
を
他
村
な
ど
か
ら
の
借
用
で
充
当
す
る
こ
と
に
よ
る
没
落
の
危
険
性
や
、
田
畑
の
他
村
へ
の
流
出
の
可
能
性
を
少
し
で
も
排
除
し
よ
う
と
す
る
、
広
義
の
意
味
で
名
主
と
し
て
の
立
替
え
機
能
を
果
た
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
村
内
の
問
題
と
し
て
取
り
お
さ
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
看
取
で
き
る
。
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
八
二領
主
宝
幢
寺
の
動
向
前
述
の
如
く
、
文
久
二
年
六
月
に
な
さ
れ
た
江
戸
寺
社
奉
行
へ
の
出
訴
は
、
寺
領
民
の
歎
願
に
よ
り
宝
幢
寺
隠
居
朝
海
が
行
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
同
年
四
月
に
全
寺
領
民
連
署
の
う
え
で
宝
幢
寺
へ
提
出
さ
れ
た
願
書
に
「
御
地
頭
 
被
仰
立
無
之
候
而
ハ
迚
も
入
会
之
御
許
容
有
之
間
敷
、
殊
ニ
寺
領
者
纔
之
人
数
愚
昧
之
者
斗
有
之
、
既
ニ
先
年
差
出
候
惣
代
進
退
訳
歟
入
会
歟
之
御
裁
許
御
読
渡
有
之
候
而
も
不
相
分
程
者
斗
ニ
而
、
此
上
如
何
様
申
立
候
而
も
不
行
届
儀
者
眼
前
ニ
御
座
候
間
、
此
度
者
御
地
頭
 
御
歎
願
相
被
成
下
⒅
」
と
あ
る
。
村
内
に
お
い
て
少
数
派
で
、
か
つ
幕
府
よ
り
裁
許
を
読
み
聞
か
さ
れ
て
も
そ
の
理
非
す
ら
判
断
で
き
な
い
よ
う
な
者
た
ち
で
は
勝
訴
は
覚
束
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
歎
願
の
み
を
み
れ
ば
寺
領
民
か
ら
宝
幢
寺
へ
出
訴
依
頼
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
態
は
異
な
る
よ
う
で
、
宝
幢
寺
役
僧
・
役
人
が
日
々
の
出
来
事
を
記
録
し
た
「
当
番
帳
」
に
よ
れ
ば
、
事
前
に
以
下
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
（
衍
）
き
る
。
す
な
わ
ち
、
二
月
の
時
点
に
お
い
て
「
仮
令
何
方
へ
な
り
共
書
付
等
抔
者
決
而
差
出
事
不
相
成
」
と
い
う
宝
幢
寺
の
指
示
を
う
け
て
い
た
寺
領
庄
屋
佐
之
助
の
倅
勝
五
郎
が
、
上
山
口
村
役
人
半
次
郎
方
へ
赴
き
そ
の
旨
を
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
、
半
次
郎
か
ら
「
然
ら
者
口
上
而
已
ニ
而
詫
入
候
而
是
迄
之
通
山
稼
キ
方
致
し
居
候
而
可
然
哉
如
何
」
と
質
さ
れ
た
た
め
、
如
何
に
す
べ
き
か
を
二
月
十
三
日
に
勝
五
郎
が
宝
幢
寺
へ
伺
い
に
来
て
い
る
⒆
。
し
か
し
、
翌
日
の
宝
幢
寺
か
ら
の
回
答
は
、「
縦
令
口
上
已
耳
ニ
而
も
中
山
口
郷
蔵
等
へ
罷
出
詫
入
候
義
決
而
不
相
成
」「
今
般
之
義
ハ
御
地
頭
御
手
ヲ
以
御
伺
ニ
御
出
訴
申
上
候
含
、
尤
何
時
与
申
治
定
茂
無
之
、
御
都
合
次
第
御
出
府
之
思
召
ニ
被
為
入
候
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
、
地
頭
た
る
宝
幢
寺
自
ら
が
出
訴
の
た
め
出
府
す
る
と
い
う
の
が
「
思
召
」（
お
そ
ら
く
住
持
で
は
な
く
隠
居
朝
海
の
意
向
）
で
あ
っ
た
⒇
。
そ
の
た
め
、
出
訴
費
用
と
し
て
二
〜
三
十
両
の
出
金
も
要
請
さ
れ
、
四
月
六
日
に
は
寺
領
民
十
八
名
連
名
の
う
え
で
年
二
十
両
出
金
と
、
差
替
金
は
一
件
落
着
後
供
出
す
る
旨
を
約
し
た
書
面
が
天
童
門
前
村
組
頭
経
由
で
宝
幢
寺
役
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
三
九
場
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
21
。
た
だ
、
割
付
け
方
法
は
未
詳
で
、
実
際
は
宇
右
衛
門
が
十
両
、
久
蔵
が
七
両
、
佐
之
助
が
三
両
と
い
っ
た
よ
う
に
、
三
人
で
負
担
し
て
い
る
。
四
月
五
日
に
は
宝
幢
寺
役
人
曽
根
匡
太
郎
が
山
形
藩
寺
社
吟
味
方
役
人
へ
内
々
に
て
添
簡
願
い
を
行
っ
て
い
る
。
藩
は
「
渡
戸
百
姓
共
之
手
 
御
公
義
江
御
歎
願
申
上
候
迚
中
々
六
ヶ
敷
」
な
ど
と
懸
念
を
示
す
が
、
寺
か
ら
出
訴
す
る
こ
と
を
話
す
と
「
然
者
何
茂
差
支
無
之
」
と
し
て
添
簡
を
渡
す
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
添
簡
願
い
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
寺
社
か
ら
の
出
訴
に
は
本
寺
・
触
頭
に
加
え
て
領
主
の
添
簡
を
必
要
と
す
る
と
い
う
幕
府
規
定
22
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
宝
幢
寺
は
自
ら
が
領
主
で
あ
り
な
が
ら
山
形
藩
に
領
主
添
簡
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
寺
社
領
主
と
当
該
領
域
の
領
主
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
。
宝
幢
寺
が
主
体
と
な
っ
て
訴
訟
を
行
っ
た
理
由
は
、「
寺
領
者
村
内
ニ
而
別
而
山
寄
ニ
居
住
仕
候
故
、
殊
ニ
小
高
困
窮
之
者
多
分
有
之
故
、
是
迄
も
山
稼
専
ニ
不
仕
候
而
者
今
日
営
方
ニ
差
支
、
此
上
者
御
筋
被
仰
立
入
会
稼
御
許
容
無
之
節
者
、
御
寺
領
百
姓
之
内
拾
軒
も
御
当
山
江
御
引
取
被
下
、
相
当
之
用
向
被
仰
付
御
養
被
下
候
外
無
御
座
候
23
」
と
寺
領
民
が
述
べ
る
よ
う
に
、
第
一
に
は
山
口
村
内
に
お
い
て
最
も
山
寄
り
に
居
住
し
、
山
稼
を
糧
に
生
計
を
た
て
て
い
る
、
と
い
っ
た
寺
領
民
の
実
態
を
前
提
に
、
山
林
の
進
退
分
け
が
生
活
の
破
綻
に
直
結
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
領
主
と
し
て
領
民
の
成
り
立
ち
を
保
障
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寺
領
民
が
提
案
す
る
よ
う
な
、
宝
幢
寺
自
ら
が
直
接
雇
用
す
る
よ
う
な
危
機
回
避
策
を
採
用
し
よ
う
に
も
、
多
大
な
借
財
を
抱
え
、
か
つ
護
摩
堂
の
再
建
な
ど
を
行
っ
て
い
た
当
時
の
宝
幢
寺
に
は
そ
の
余
力
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
村
内
で
寺
領
民
が
成
り
立
つ
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
藩
の
許
可
を
得
つ
つ
朝
海
が
出
府
の
う
え
出
訴
を
行
う
が
、
か
か
る
対
立
構
図
は
結
局
取
り
や
め
と
な
っ
た
よ
う
で
、
急
き
ょ
寺
領
百
姓
一
人
を
出
府
さ
せ
よ
と
い
う
朝
海
の
指
示
が
国
元
へ
到
来
す
る
。
そ
れ
を
う
け
、
寺
領
庄
屋
佐
之
助
が
出
府
の
う
え
寺
社
奉
行
へ
訴
状
を
提
出
し
、
寺
領
民
と
義
左
衛
門
ら
中
下
組
と
の
間
で
の
公
訴
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
役
僧
・
寺
役
人
と
も
不
明
で
あ
る
と
す
る
が
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
十
九
日
付
の
佐
之
助
よ
り
寺
社
奉
行
宛
の
願
書
に
「
非
力
之
寺
領
十
方
ニ
暮
、
無
余
義
其
段
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
〇
地
頭
宝
幢
寺
江
申
出
相
縋
り
候
処
、
同
寺
ニ
お
ゐ
て
茂
無
拠
御
訴
訟
い
た
し
呉
候
、
然
ル
処
右
者
寺
領
百
姓
差
出
可
為
相
願
筋
柄
之
段
被
仰
渡
24
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
海
か
ら
幕
府
へ
訴
え
た
と
こ
ろ
、
寺
領
民
か
ら
出
願
さ
せ
る
べ
き
案
件
で
あ
る
、
と
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
25
。
こ
れ
は
領
主
と
百
姓
と
の
間
で
の
論
所
と
な
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
訴
訟
か
ら
離
脱
せ
ん
と
す
る
寺
領
民
は
宝
幢
寺
に
よ
り
厳
し
く
指
弾
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ぎ
の
史
料
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
26
。
【
史
料
２
】
御
請
一
札
之
事
去
酉
ノ
十
二
月
中
、
中
組
儀
左
衛
門
方
よ
り
寺
領
百
姓
山
稼
方
上
組
持
山
限
り
進
退
い
た
し
候
様
庄
屋
佐
之
助
方
へ
掛
合
御
座
候
ニ
付
、
私
共
追
々
及
相
談
候
処
、
山
稼
被
差
留
候
而
ハ
相
続
ニ
相
抱
候
趣
達
々
奉
願
上
候
処
、
厚
キ
御
慈
悲
ヲ
以
御
上
御
直
ニ
昨
年
来
御
愁
訴
被
成
下
置
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
所
寺
領
百
姓
之
内
心
得
違
之
も
の
有
之
、
中
下
方
へ
彼
是
内
通
同
様
之
取
沙
汰
等
い
た
し
趣
今
般
預
御
尋
ニ
、
重
々
恐
入
候
次
第
ニ
御
座
候
、
若
以
来
右
様
等
閑
之
心
得
方
之
も
の
相
見
候
ハ
ヽ
、
組
内
ニ
而
取
糺
、
其
旨
御
届
可
申
上
趣
改
而
厳
重
ニ
被
仰
出
、
一
同
承
知
奉
畏
候
、
依
之
御
請
一
札
差
上
申
所
仍
而
如
件
山
口
村
寺
領
百
姓
文
久
三
癸
亥
年
八
兵
衛
九
月
三
日
同
助
内
（
以
下
十
五
名
省
略
）
山
形宝
幢
寺
様
御
役
場
前
願
之
趣
御
慈
悲
ヲ
以
御
願
申
上
度
奉
存
候
、
以
上
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
一
門
前
村
庄
屋
今
野
忠
太
印
こ
の
史
料
は
、
文
久
三
年
九
月
三
日
付
で
寺
領
民
全
員
か
ら
天
童
門
前
村
庄
屋
の
奥
書
を
以
て
宝
幢
寺
へ
提
出
さ
れ
た
一
札
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
回
は
「
御
上
御
直
」
の
訴
訟
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
下
組
（
相
手
方
）
に
「
内
通
同
様
之
取
沙
汰
等
」
を
行
っ
て
い
る
者
が
寺
領
民
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
し
て
、
そ
の
防
止
の
た
め
、
か
よ
う
な
者
は
組
内
に
て
糺
し
た
う
え
で
届
け
出
よ
と
い
う
宝
幢
寺
か
ら
の
指
示
が
あ
り
、
そ
れ
を
請
け
た
の
が
こ
の
一
札
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
寺
領
と
幕
領
と
は
同
一
村
民
で
あ
っ
て
土
地
所
持
関
係
も
錯
綜
し
て
お
り
、
ま
た
「
小
前
同
士
之
上
者
寺
領
之
者
共
与
縁
辺
又
者
懇
意
之
間
柄
27
」
と
も
記
さ
れ
る
如
く
、
小
前
同
士
が
縁
続
き
や
親
し
い
関
係
に
あ
る
場
合
も
あ
り
、
か
か
る
点
に
お
い
て
領
主
支
配
の
枠
組
み
は
彼
ら
に
と
っ
て
諸
関
係
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
宝
幢
寺
は
寺
領
民
が
一
致
し
て
訴
訟
に
あ
た
る
よ
う
通
達
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
出
訴
は
寺
領
民
か
ら
の
歎
願
に
よ
る
と
い
う
受
動
的
姿
勢
を
当
初
は
取
り
、
そ
の
後
幕
府
の
指
示
に
よ
り
宝
幢
寺
は
訴
訟
当
事
者
で
は
な
く
な
る
が
、
寺
領
民
に
対
し
て
領
主
と
し
て
の
強
制
力
を
行
使
し
つ
つ
実
質
的
に
訴
訟
方
を
主
導
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
結
果
、
中
下
両
組
対
寺
領
民
と
い
う
構
図
が
形
成
・
維
持
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
宝
幢
寺
の
姿
勢
は
、
訴
訟
当
事
者
で
は
な
く
な
っ
た
後
も
様
々
な
局
面
で
寺
領
庄
屋
佐
之
助
と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
た
と
え
ば
、
文
久
三
年
十
月
十
一
日
に
は
寺
社
奉
行
ら
か
ら
頂
戴
し
た
「
御
尊
判
」（
出
頭
通
知
）
を
中
下
組
へ
手
交
す
る
際
、
連
絡
の
飛
脚
は
宝
幢
寺
下
門
前
役
人
が
務
め
、
佐
之
助
よ
り
義
左
衛
門
宛
の
書
状
は
宝
幢
寺
が
案
文
を
作
成
し
、
翌
日
の
「
御
尊
判
」
移
送
に
は
守
護
と
し
て
寺
役
人
以
下
が
付
き
そ
っ
て
い
る
28
。
ま
た
、
佐
之
助
出
府
の
際
、
宝
幢
寺
よ
り
家
来
の
扱
い
と
し
て
道
中
宿
駅
へ
の
依
頼
状
を
発
給
し
て
い
る
29
。
そ
し
て
、
在
府
中
の
朝
海
か
ら
寺
に
対
し
て
は
、
佐
之
助
在
府
中
の
動
向
連
絡
や
佐
之
助
の
予
定
を
同
人
宅
へ
伝
え
る
旨
の
依
頼
、
さ
ら
に
は
吟
味
方
よ
り
佐
之
助
に
対
し
て
提
出
要
請
が
あ
っ
た
証
拠
物
の
調
査
・
送
付
を
指
示
す
る
な
ど
し
て
い
る
30
。 出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
二
こ
の
よ
う
に
、
訴
訟
は
寺
領
民
（
主
に
佐
之
助
）
と
中
下
組
（
主
に
義
左
衛
門
）
と
の
間
で
行
わ
れ
る
が
、
寺
領
民
の
意
思
統
一
や
訴
訟
進
行
の
際
の
事
例
か
ら
、
訴
訟
方
の
領
主
で
あ
る
宝
幢
寺
が
実
質
的
に
主
導
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
三
名
主
義
左
衛
門
の
対
応
つ
ぎ
に
、
相
手
方
で
あ
る
義
左
衛
門
の
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
前
述
の
如
く
、
閏
八
月
十
三
日
に
は
宝
幢
寺
か
ら
訴
訟
取
り
下
げ
の
打
診
が
な
さ
れ
る
が
、
義
左
衛
門
は
同
月
二
十
三
日
に
返
書
を
認
め
て
い
る
31
。
そ
の
内
容
は
第
一
章
で
も
指
摘
し
た
が
、
宝
幢
寺
・
寺
領
民
の
主
張
す
る
よ
う
な
論
外
の
山
は
存
在
し
な
い
と
反
論
し
た
う
え
で
、
宝
幢
寺
か
ら
出
訴
し
た
た
め
に
「
私
共
御
支
配
御
手
限
御
吟
味
」
が
難
し
く
な
っ
た
と
し
て
、
あ
く
ま
で
村
内
で
の
問
題
に
と
ど
め
よ
う
す
る
。
義
左
衛
門
が
出
訴
を
嫌
っ
た
理
由
は
「
長
々
之
一
件
内
外
之
諸
雑
費
不
軽
一
統
困
窮
ニ
陥
難
渋
罷
在
候
折
柄
、
又
々
御
寺
領
与
出
入
立
候
様
罷
成
候
而
者
、
此
上
之
難
儀
も
歎
敷
」
と
の
一
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
き
の
訴
訟
費
用
の
た
め
村
一
統
が
困
窮
し
て
い
る
う
え
に
、
再
度
江
戸
出
訴
と
な
っ
た
場
合
の
村
の
負
担
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
好
ん
で
争
う
つ
も
り
は
な
く
、
ま
た
今
回
の
一
件
は
山
口
村
内
の
山
野
に
つ
い
て
の
争
い
で
あ
っ
て
朱
印
地
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
、
な
ど
、
宝
幢
寺
の
関
与
を
何
と
か
排
除
し
、
寺
領
民
が
関
与
し
て
い
よ
う
と
も
あ
く
ま
で
村
内
争
論
と
し
て
、
支
配
代
官
の
手
限
り
吟
味
の
範
疇
へ
と
問
題
を
縮
小
さ
せ
、
談
判
に
て
解
決
を
は
か
ら
ん
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。
か
か
る
義
左
衛
門
の
動
き
は
、
年
を
跨
い
だ
文
久
三
年
正
月
、
佐
之
助
の
再
出
府
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
新
た
な
段
階
に
入
る
。
正
月
二
十
六
日
に
は
宝
幢
寺
・
佐
之
助
双
方
に
対
し
、「
同
（
文
久
二
年
、
筆
者
注
）
十
月
中
、
右
庄
屋
佐
之
助
江
証
拠
其
外
心
得
方
等
之
義
委
曲
申
聞
候
様
及
懸
合
候
得
共
、
今
以
何
等
之
義
申
越
も
無
之
、
然
ル
処
今
般
同
人
義
右
一
件
ニ
付
当
村
相
手
取
御
奉
行
所
江
為
出
訴
近
々
村
方
出
立
出
府
い
た
し
候
趣
ニ
相
聞
、
難
心
得
候
32
」
な
ど
と
、
自
ら
の
懸
合
い
に
応
じ
な
い
姿
勢
を
糾
弾
す
る
書
状
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
三
を
送
付
し
て
い
る
。
村
内
で
の
解
決
を
志
向
す
る
義
左
衛
門
に
と
っ
て
、
出
府
は
そ
れ
を
破
綻
さ
せ
る
許
容
し
が
た
い
動
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
月
二
十
八
日
付
の
宝
幢
寺
・
佐
之
助
そ
れ
ぞ
れ
の
返
書
33
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
宝
幢
寺
は
「
一
応
御
尤
ニ
候
得
共
、
右
者
在
府
院
主
方
 
当
早
春
寺
領
百
姓
之
内
壱
人
出
府
可
為
致
旨
申
来
候
ニ
付
、
其
旨
申
付
候
得
共
、
何
等
之
用
向
ニ
候
哉
拙
者
共
も
難
決
義
ニ
御
座
候
」
な
ど
と
、
寺
領
民
の
出
府
は
在
府
中
の
院
主
（
実
際
は
隠
居
朝
海
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
の
指
示
で
あ
り
、
国
元
で
は
用
向
き
の
如
何
は
わ
か
ら
な
い
、
と
回
答
す
る
。
ま
た
、
佐
之
助
は
「
右
一
条
万
端
宝
幢
寺
江
任
置
候
儀
ニ
付
、
私
共
 
御
返
事
可
致
様
無
之
」、
「
貴
公
様
 
直
々
宝
幢
寺
江
御
直
談
被
下
候
ハ
ヽ
可
然
哉
ニ
奉
存
候
、
右
一
件
之
義
者
重
而
私
共
江
御
引
合
之
義
御
断
」
と
、
宝
幢
寺
へ
直
談
い
た
だ
き
た
い
と
回
答
す
る
。
さ
ら
に
、
出
府
に
つ
い
て
は
「
今
般
出
府
之
義
地
頭
所
 
早
速
出
府
可
致
旨
被
申
付
候
間
、
無
拠
壱
人
近
日
出
立
可
致
含
」
と
、
領
主
宝
幢
寺
か
ら
の
指
示
で
あ
り
、
そ
れ
に
や
む
な
く
従
う
だ
け
で
あ
る
旨
を
断
っ
て
い
る
。
こ
の
佐
之
助
の
回
答
の
み
を
み
て
も
、
裏
で
宝
幢
寺
の
意
向
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
読
み
と
れ
る
。
か
か
る
回
答
を
う
け
た
義
左
衛
門
は
、
そ
の
翌
日
に
佐
之
助
へ
対
し
て
再
度
書
状
を
送
付
す
る
も
の
の
、「
此
書
状
佐
之
助
方
ニ
而
不
請
取
、
封
之
侭
差
戻
34
」
さ
れ
た
。
こ
こ
に
至
り
宝
幢
寺
・
佐
之
助
が
最
早
村
内
限
り
で
の
解
決
に
は
応
じ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。し
か
し
、
義
左
衛
門
は
な
お
も
村
内
で
の
解
決
を
諦
め
ず
、
次
の
手
を
打
つ
。
そ
れ
が
お
互
い
の
支
配
領
主
を
通
じ
て
の
交
渉
で
あ
る
。「
当
番
帳
」
の
二
月
六
日
か
ら
二
十
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
35
、
二
月
六
日
に
は
義
左
衛
門
が
寒
河
江
役
所
へ
訴
え
、
同
役
所
か
ら
山
形
藩
へ
懸
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
月
九
日
に
は
山
形
藩
寺
社
役
所
か
ら
、
佐
之
助
と
差
添
の
寺
役
人
の
出
頭
を
命
じ
る
差
紙
が
宝
幢
寺
へ
到
来
す
る
。「
明
後
十
一
日
四
つ
時
役
所
へ
可
被
差
出
候
」
と
、
敬
意
表
現
に
注
意
す
れ
ば
叮
嚀
で
あ
る
も
の
の
、
か
よ
う
に
藩
が
領
内
朱
印
地
の
寺
領
民
を
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
点
は
、
朱
印
寺
社
の
性
格
を
分
析
す
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
り
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
史
料
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
を
う
け
て
翌
々
日
に
佐
之
助
・
曽
根
匡
太
郎
（
寺
役
人
）
が
出
頭
し
た
と
こ
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
四
ろ
、「
佐
之
助
江
山
稼
不
致
相
続
行
立
不
申
哉
段
一
通
御
尋
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
寒
河
江
役
所
か
ら
の
懸
合
い
を
う
け
た
山
形
藩
が
事
情
を
調
査
し
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
義
左
衛
門
が
寒
河
江
役
所
へ
訴
え
た
内
容
は
、
二
月
十
六
日
に
役
僧
と
佐
之
助
が
「
山
口
村
名
主
儀
左
衛
門
 
寒
河
江
御
役
所
 
当
方
へ
出
府
差
扣
候
様
願
」
っ
た
こ
と
に
対
す
る
答
書
を
藩
へ
提
出
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
領
民
の
出
府
中
止
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
寒
河
江
役
所
・
山
形
藩
を
仲
介
し
つ
つ
間
接
的
に
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
く
。
五
月
十
三
日
に
は
義
左
衛
門
ら
か
ら
寒
河
江
役
所
へ
、
村
内
に
お
け
る
寺
領
入
組
み
や
寺
領
・
幕
領
間
で
の
土
地
所
持
状
況
、
役
負
担
の
あ
り
方
な
ど
詳
細
な
内
容
を
示
し
た
う
え
で
本
一
件
の
訴
答
両
方
の
主
張
点
を
ま
と
め
、「
於
国
許
示
談
相
整
候
様
山
形
御
役
場
江
御
掛
合
被
成
下
置
度
36
」
き
旨
の
出
願
が
再
度
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
義
左
衛
門
は
出
府
否
定
・
村
内
解
決
を
支
配
代
官
経
由
で
山
形
藩
へ
間
接
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
寺
領
民
出
府
の
動
き
を
封
じ
よ
う
と
い
う
戦
術
を
と
っ
た
の
で
あ
る
37
。
か
か
る
義
左
衛
門
の
戦
術
に
業
を
煮
や
し
た
の
か
、
七
月
に
至
る
と
宝
幢
寺
は
山
形
藩
寺
社
役
所
宛
に
願
書
を
提
出
す
る
。
そ
の
内
容
は
「
双
方
之
為
筋
ニ
付
暫
ク
出
府
之
儀
為
差
扣
候
処
、
同
人
答
書
彼
是
以
之
外
申
狂
し
相
認
、
御
役
所
様
方
江
御
苦
労
相
掛
候
次
第
ニ
而
者
、
迚
も
内
熟
ニ
て
行
届
候
義
者
無
覚
束
儀
」
と
し
て
交
渉
を
打
ち
切
り
、
寺
領
民
を
早
急
に
出
府
さ
せ
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
藩
か
ら
寒
河
江
役
所
を
経
由
し
て
、
七
月
十
一
日
に
義
左
衛
門
へ
通
達
さ
れ
て
い
る
38
。
こ
の
よ
う
に
、
義
左
衛
門
の
戦
術
も
む
な
し
く
、
宝
幢
寺
は
国
元
・
江
戸
と
も
出
訴
に
向
け
て
動
き
だ
し
、「
当
番
帳
」
に
よ
れ
ば
、
七
月
十
五
日
に
朝
海
へ
四
十
三
両
送
金
（
う
ち
十
五
両
が
寺
領
民
供
出
分＝
出
訴
費
用
）、
同
二
十
一
日
に
は
藩
寺
社
役
か
ら
江
戸
藩
邸
役
人
宛
の
添
簡
頂
戴
、
同
二
十
三
日
に
は
「
当
院
家
来
矢
野
佐
之
助
」
出
府
に
つ
き
寺
役
人
名
義
で
記
し
た
継
馬
書
状
（
山
形
・
武
蔵
川
口
間
）
を
佐
之
助
へ
渡
す
な
ど
準
備
を
整
え
、
同
二
十
四
日
に
佐
之
助
が
出
立
す
る
39
。
武
蔵
川
口
と
あ
る
の
は
、
朝
海
が
ど
う
や
ら
川
口
錫
杖
寺
（
新
義
真
言
宗
醍
醐
三
宝
院
末
）
に
投
宿
し
て
活
動
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
後
掲
の
史
料
３
に
は
江
戸
日
本
橋
付
近
に
借
宅
と
も
あ
る
。
八
月
十
一
日
に
は
朝
海
よ
り
佐
之
助
出
府
に
つ
き
寺
社
奉
行
へ
出
訴
す
る
旨
、
そ
し
て
佐
之
助
と
差
添
人
伊
之
吉
（
寺
領
組
頭
）
か
ら
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
五
も
同
様
の
旨
、
山
形
藩
（
江
戸
藩
邸
ヵ
）
へ
届
け
を
提
出
し
、
同
月
十
七
日
頃
に
寺
社
奉
行
松
平
摂
津
守
方
へ
佐
之
助
・
伊
之
吉
よ
り
訴
状
を
提
出
す
る
40
。
こ
こ
に
至
り
、
正
式
に
宝
幢
寺
が
訴
訟
当
事
者
か
ら
退
き
、
訴
訟
の
構
図
が
訴
訟
方
寺
領
民
（
佐
之
助
）
と
相
手
方
山
口
村
中
下
両
組
（
中
組
義
左
衛
門
・
下
組
久
兵
衛
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
二
日
に
評
定
所
へ
出
頭
す
べ
き
旨
の
三
奉
行
連
署
の
「
御
尊
判
」（
九
月
二
十
五
日
付
）
が
下
さ
れ
る
41
。「
御
尊
判
」
は
前
述
の
如
く
十
月
十
二
日
に
は
帰
国
し
た
佐
之
助
ら
に
よ
り
義
左
衛
門
ら
に
渡
さ
れ
、
同
月
二
十
日
に
佐
之
助
は
再
出
府
の
た
め
山
形
を
出
立
す
る
。
相
手
方
の
義
左
衛
門
ら
は
同
月
二
十
七
日
に
着
府
の
旨
を
支
配
代
官
新
見
蠖
蔵
方
へ
届
け
42
、
十
月
付
の
反
駁
書
（
内
容
は
本
稿
で
分
析
し
た
よ
う
な
訴
答
双
方
の
主
張
）
を
寺
社
奉
行
へ
提
出
し
て
い
る
43
。
翌
元
治
元
年
（
二
月
に
改
元
）
三
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
佐
之
助
・
義
左
衛
門
双
方
よ
り
、
示
談
を
講
ず
る
べ
く
四
月
二
十
五
日
ま
で
の
日
延
べ
願
い
が
提
出
さ
れ
る
44
。
こ
の
か
ん
三
月
二
十
二
日
に
は
同
時
進
行
し
て
い
た
水
晶
山
論
一
件
の
内
済
が
成
立
す
る
が
45
、
本
一
件
も
四
月
二
十
三
日
に
評
定
所
へ
済
口
証
文
が
提
出
さ
れ
、
内
済
が
成
立
す
る
46
。
そ
れ
は
「
地
元
本
村
御
林
御
年
貢
山
之
（
安
政
四
年
）
義
者
、
去
ル
巳
年
御
裁
許
之
趣
相
守
、（
中
略
）
地
元
村
役
人
之
差
図
ニ
随
ひ
、
留
山
薪
山
共
寺
領
之
も
の
共
三
組
一
同
入
会
刈
取
候
筈
、
尤
此
上
山
方
之
儀
ニ
付
村
内
ニ
お
ゐ
て
何
様
之
義
有
之
候
共
、
寺
領
之
も
の
共
者
不
差
綺
和
融
相
続
致
候
筈
」
と
、
御
林
山
・
御
年
貢
山
は
さ
き
の
裁
許
通
り
組
分
け
、
奥
山
野
の
留
山
・
薪
山
は
三
組
入
会
と
い
う
も
の
で
、
全
山
入
会
と
は
い
か
ぬ
ま
で
も
、
奥
山
野
入
会
と
い
う
宝
幢
寺
・
寺
領
民
側
の
主
張
が
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宝
幢
寺
も
「
寺
領
御
勝
利
47
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
九
年
に
わ
た
っ
た
一
件
が
終
結
し
た
。
義
左
衛
門
の
対
応
と
そ
の
目
的
は
、
名
主
と
し
て
村
内
百
姓
の
成
り
立
ち
に
責
任
を
持
つ
立
場
と
し
て
、
長
引
く
訴
訟
と
江
戸
出
訴
負
担
の
回
避
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
、
①
村
内
の
問
題
と
す
る
こ
と
で
支
配
代
官
手
限
り
吟
味
に
依
拠
し
て
解
決
す
る
こ
と
、
②
そ
の
た
め
に
宝
幢
寺
を
訴
訟
か
ら
排
除
す
る
こ
と
、
を
目
指
し
て
、
支
配
代
官
を
利
用
し
て
山
形
藩
を
動
か
し
、
宝
幢
寺
の
動
き
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
義
左
衛
門
の
動
き
は
奏
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
山
形
藩
へ
注
目
し
た
こ
と
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
六
は
、
義
左
衛
門
が
承
知
し
て
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
朱
印
寺
社
と
個
別
領
主
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
裏
で
寺
領
民
を
操
作
し
つ
つ
実
質
的
に
訴
訟
を
主
導
し
て
い
た
の
は
宝
幢
寺
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
示
す
興
味
深
い
史
料
を
最
後
に
提
示
し
て
お
き
た
い
48
。
【
史
料
３
】
（
端
裏
書
）
（
忠
恕
、
寺
社
奉
行
）
「
御
掛
松
平
摂
津
守
様
御
留
役
吉
田
条
太
郎
様
扣
」
羽
州
山
口
村
一
件
去
ま
へ
十
一
月
中
御
吟
味
之
上
、
示
談
被
仰
付
候
処
、
訴
訟
方
宝
幢
寺
領
庄
屋
佐
之
助
義
者
素
よ
り
山
口
村
江
掛
り
出
入
等
い
た
し
候
所
存
之
も
の
ニ
も
無
之
故
、
心
得
違
之
段
詫
入
候 
廉 
を 
以 
山
稼
方
勘
弁
請
内
済
い
た
し
度
旨
知
音
之
も
の
を
以
（
朝
）
相
手
方
江
内
々
申
入
候
次
第
ニ
候
へ
共
、
宝
幢
寺
隠
居
長
海
与
申
者
者
身
分
ニ
不
似
合
公
事
好
い
た
し
、
一
昨
年
出
府
以
来
日
本
橋
（
カ
）
辺
江
借
宅
罷
在
、
御
用
間
之
節
者
佐
之
助
一
同
川
口
錫
杖
寺
江
滞
留
、
散
財
を
厭
ひ
候
計
策
を
設
け
、
一
件
為 
挽
攤
相
手
之
も
の
共
苦
し
ミ
候
弊
ニ
乗
し
無
体
ニ
押
勝
候 
巧
ミ
を
い
た
し
（
後
略
）
子
二
月
十
八
日
上
ル
端
裏
書
と
本
文
内
容
か
ら
、
文
久
四
年
二
月
十
八
日
に
義
左
衛
門
ら
よ
り
寺
社
奉
行
松
平
摂
津
守
の
留
役
へ
提
出
さ
れ
た
文
書
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
佐
之
助
は
訴
訟
を
行
う
考
え
は
な
く
、
内
済
し
た
き
旨
を
知
音
経
由
で
申
し
入
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
中
下
両
組
の
疲
弊
を
も
顧
み
ず
、
宝
幢
寺
朝
海
が
糸
を
引
い
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
内
容
の
正
誤
は
未
詳
で
は
あ
る
が
、
こ
の
一
件
を
主
導
し
、
か
つ
長
引
か
せ
て
い
る
の
は
宝
幢
寺
で
あ
り
、
と
り
わ
け
朝
海
は
「
身
分
ニ
不
似
合
公
事
好
」
と
し
て
義
左
衛
門
ら
の
目
に
も
映
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
七
おわ
り
に
本
稿
は
、
寺
社
領
支
配
の
実
態
追
究
を
目
的
と
し
て
、
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
を
事
例
に
分
析
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
点
を
ま
と
め
て
お
わ
り
に
か
え
た
い
。
ま
ず
、
山
論
が
複
雑
化
し
た
要
因
は
、
同
村
に
お
け
る
寺
領
の
伏
在
（
史
料
上
は
「
孕
」
と
表
現
）
に
あ
っ
た
。
宝
幢
寺
は
一
三
七
〇
石
と
い
う
、
朱
印
地
と
し
て
は
大
規
模
な
寺
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
た
が
、
一
円
的
で
は
な
く
、
近
隣
各
村
に
散
在
し
て
い
た
。
山
口
村
に
お
い
て
は
、
寺
領
八
十
三
石
余
・
寺
領
民
十
八
軒
が
存
在
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
入
組
・
土
地
移
動
の
問
題
や
、
山
役
に
つ
い
て
の
認
識
の
相
違
（
組
分
け
か
、
入
会
か
）
な
ど
も
相
俟
っ
て
、
彼
ら
寺
領
民
と
幕
領
民
と
の
対
立
が
生
起
す
る
。
か
よ
う
に
わ
ず
か
の
人
数
た
り
と
い
え
ど
も
、
人
が
実
際
に
存
在
す
る
以
上
、
支
配
領
主
の
相
違
が
村
内
の
対
立
要
因
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
一
件
の
問
題
は
、
支
配
違
い
の
た
め
村
内
解
決
・
支
配
領
主
の
手
限
り
吟
味
で
は
対
応
で
き
ず
、
結
果
的
に
村
内
の
問
題
で
す
ら
幕
府
評
定
所
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
出
訴
費
用
負
担
に
よ
る
村
民
困
窮
と
い
う
事
態
を
招
き
、「
寺
領
を
恨
」
む
ま
で
に
村
民
同
士
の
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
ま
た
、
寺
領
民
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
み
な
ら
ず
、
離
脱
者
を
指
弾
す
る
な
ど
し
て
訴
訟
を
実
質
的
に
主
導
し
て
い
た
の
は
「
身
分
ニ
不
似
合
公
事
好
」
で
あ
る
隠
居
朝
海
を
頂
点
と
し
た
領
主
宝
幢
寺
で
あ
る
こ
と
も
、
一
件
の
解
決
を
難
し
く
し
て
い
た
。
か
か
る
事
態
に
つ
い
て
、
中
下
両
組
名
主
と
し
て
村
の
成
り
立
ち
を
保
証
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
義
左
衛
門
は
、
村
内
和
融
を
目
指
す
と
と
も
に
、
支
配
領
主
限
り
の
扱
い
を
希
求
す
る
。
と
く
に
、
寒
河
江
役
所
を
経
由
し
て
山
形
藩
へ
懸
合
い
、
山
形
藩
を
以
て
宝
幢
寺
の
動
向
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
し
た
た
か
な
戦
術
と
し
て
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
宝
幢
寺
と
し
て
は
、
護
摩
堂
の
再
建
と
、
そ
の
用
材
調
達
の
た
め
の
水
晶
山
伐
木
を
め
ぐ
る
川
原
子
村
と
の
争
い
な
ど
に
よ
り
、
直
接
的
に
寺
領
民
の
再
生
産
を
担
保
し
え
な
い
状
況
の
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
八
も
と
、
山
野
の
用
益
に
依
存
す
る
彼
ら
を
い
か
に
保
護
す
る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。
か
か
る
思
惑
が
複
雑
に
絡
み
あ
い
つ
つ
進
行
し
て
い
た
の
が
本
争
論
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
山
形
藩
の
動
向
も
無
視
で
き
な
い
。
訴
訟
相
手
方
の
支
配
役
所
で
あ
る
寒
河
江
役
所
と
交
渉
す
る
、
あ
る
い
は
宝
幢
寺
を
経
由
し
つ
つ
も
藩
が
直
接
寺
領
民
を
呼
び
出
し
て
確
認
す
る
な
ど
、
再
三
に
わ
た
り
容
喙
す
る
。
こ
れ
は
幕
府
が
天
明
度
に
改
訂
し
た
寺
社
訴
訟
の
規
定
│
支
配
領
主
の
添
翰
を
必
要
と
す
る
│
と
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
朱
印
寺
社
と
支
配
領
主
と
の
関
係
は
他
の
朱
印
寺
社
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
ら
が
領
主
で
あ
る
い
っ
ぽ
う
で
武
家
領
主
の
指
揮
を
う
け
る
と
こ
ろ
に
、
領
地
の
散
在
状
況
な
ど
の
面
で
は
旗
本
領
と
近
似
的
で
あ
る
も
の
の
49
、
そ
れ
と
は
異
な
る
寺
社
領
主
の
特
質
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
村
領
内
に
孕
ま
れ
た
朱
印
地
・
寺
社
領
民
は
、
村
内
秩
序
を
政
治
・
経
済
の
両
側
面
か
ら
脅
か
す
因
子
と
な
り
、
実
態
と
し
て
村
民
の
生
活
を
分
断
す
る
可
能
性
を
内
包
す
る
（
一
村
寺
社
領
の
場
合
に
は
当
該
地
域
全
体
と
の
関
係
に
お
い
て
）。
荻
生
徂
徠
が
「
と
か
く
寺
社
領
は
近
所
の
御
領
・
私
領
に
あ
ず
け
支
配
す
べ
き
事
也
」
と
提
案
し
、
田
中
休
愚
が
「
に
く
か
り
し
寺
社
領
50
」
と
記
す
理
由
も
、
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
か
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
山
口
村
の
事
例
は
、
寺
領
民
が
比
較
的
多
く
存
在
す
る
村
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
朱
印
地
と
寺
領
民
、
朱
印
地
の
み
、
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
の
違
い
に
よ
っ
て
、
村
に
と
っ
て
の
宝
幢
寺
の
位
置
づ
け
も
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
寺
社
自
体
も
個
別
領
主
領
内
の
一
寺
社
と
い
う
性
格
を
拭
い
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
寺
社
領
主
の
さ
ら
に
背
後
の
支
配
領
主
ま
で
視
野
に
入
れ
る
必
要
性
も
考
え
ら
れ
る
。
寺
社
領
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
安
堵
の
際
な
ど
に
お
け
る
権
力
側
の
意
向
は
も
と
よ
り
、
多
面
的
に
分
析
し
な
が
ら
全
体
像
と
し
て
統
合
し
、
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
四
九
〔
参
考
史
料
〕
山
口
村
Ｓ
一
九
一
、
丸
数
字
と
斜
線
を
補
っ
た
。
乍
恐
以
書
付
御
愁
訴
奉
申
上
候
①御
朱
印
地
羽
州
村
山
郡
山
形
新
義
真
言
宗
宝
幢
寺
浄
珊
煩
ニ
付
代
隠
居
朝
海
奉
申
上
候
、
宝
幢
寺
之
儀
者
御
朱
印
高
千
三
百
七
拾
石
慶
安
元
子
年
中
被
下
置
、
田
畑
山
林
共
近
村
弐
拾
ヶ
村
余
飛
地
ニ
相
成
候
、
右
之
内
同
郡
山
口
村
ニ
高
八
拾
三
石
六
升
五
合
入
会
有
之
、
同
村
之
儀
者
当
時
御
料
所
ニ
而
村
高
凡
弐
千
石
余
、
外
ニ
御
林
山
野
共
弐
拾
ヶ
所
余
・
家
数
弐
百
軒
余
、
上
中
下
与
三
組
ニ
相
成
候
、
右
之
内
当
寺
領
百
姓
拾
八
軒
上
組
ニ
孕
（
忠
政
・
忠
恒
、山
形
藩
主
）
り
居
、
尤
御
朱
印
頂
戴
已
前
者
最
上
家
一
領
ニ
有
之
、
其
後
鳥
井
左
京
亮
（
直
基
、
山
形
藩
主
）
殿
、
次
ニ
松
平
大
和
守
殿
御
代
迄
者
当
寺
領
百
姓
迚
も
矢
張
同
村
一
統
之
②
百
姓
ニ
御
座
候
所
、
同
年
 
寺
領
百
姓
ニ
相
成
候
得
共
、
／
村
内
道
橋
諸
普
請
諸
人
足
等
者
勿
論
、
不
寄
何
事
村
並
諸
役
御
料
寺
領
更
ニ
無
違
隔
相
勤
、
都
而
皆
済
目
録
等
一
村
壱
通
ニ
相
成
居
、
御
林
帳
迚
も
同
様
組
分
等
一
切
無
之
、
将
又
田
畑
之
義
者
御
料
寺
領
入
会
相
互
ニ
所
持
仕
、
肥
養
方
之
儀
も
弐
拾
箇
所
余
之
御
林
山
野
等
江
入
会
下
草
苅
取
或
者
木
之
葉
こ
き
取
御
料
寺
領
之
百
姓
無
差
別
往
古
 
丹
誠
次
第
田
畑
相
養
候
仕
来
ニ
御
座
候
、
尤
寺
領
百
姓
 
も
小
物
成
之
内
江
差
加
年
々
山
役
永
相
納
候
儀
ニ
有
③
之
、
／
殊
ニ
山
合
之
村
方
故
、
耕
作
之
間
合
御
林
山
野
等
江
入
込
炭
焼
又
者
薪
伐
採
近
辺
市
中
江
持
出
シ
売
捌
、
炭
焼
之
儀
者
其
竃
之
口
数
応
竃
立
主
 
御
料
寺
領
之
百
姓
ニ
不
拘
役
永
相
納
、
是
又
丹
誠
次
第
ニ
山
稼
い
た
し
相
続
仕
候
山
附
村
之
儀
故
、
迚
も
百
姓
一
派
ニ
而
者
相
続
難
出
来
村
方
ニ
而
、
就
中
寺
領
百
姓
者
山
寄
住
居
罷
在
、
何
れ
も
少
高
困
窮
之
も
の
而
已
御
座
候
間
、
山
稼
第
一
ニ
仕
、
既
ニ
安
政
四
巳
年
出
入
已
前
迄
者
寺
領
之
も
の
何
方
江
も
立
入
山
稼
仕
相
続
仕
来
候
者
顕
然
之
証
拠
ニ
御
座
④
候
、
／
然
ル
処
去
ル
嘉
永
元
申
年
中
、
中
組
名
主
儀
左
衛
門
義
御
林
䮒
奥
山
野
ニ
至
迄
立
入
方
三
組
夫
々
進
退
分
ヶ
有
之
由
を
以
上
組
名
主
吉
郎
兵
（
東
根
代
官
）
衛
相
手
取
御
代
官
戸
田
嘉
十
郎
殿
御
役
所
江
訴
上
、
其
後
御
勘
定
御
奉
行
所
江
御
差
出
相
成
、
御
吟
味
中
扱
人
立
入
、
往
古
 
之
仕
来
ニ
相
振
、
三
⑤
組
箇
所
分
之
議
定
仕
候
由
、
／
当
寺
領
百
姓
様
子
驚
入
、
上
組
惣
代
吉
郎
兵
衛
江
及
掛
合
候
処
、
同
人
相
答
候
ハ
、
是
迄
御
料
寺
領
共
諸
山
入
会
ニ
候
得
共
、
此
度
出
入
相
成
候
故
向
後
混
雑
無
之
た
め
箇
所
訳
い
た
し
候
間
、
可
然
旨
を
以
議
定
為
相
見
候
ニ
付
、
篤
与
見
届
候
処
、
寺
領
之
百
姓
立
入
場
所
更
ニ
無
之
候
間
、
何
故
往
古
 
之
仕
来
相
破
り
新
規
之
儀
定
い
た
し
候
哉
厳
敷
申
談
候
処
、
寺
領
百
姓
立
入
方
是
迄
之
通
入
会
い
た
し
候
様
無
相
違
取
計
可
申
、
夫
迄
扱
人
共
 
受
合
之
証
文
取
之
、
議
定
江
調
印
い
た
し
候
段
吉
郎
兵
衛
相
答
、
尤
訴
訟
方
ニ
も
及
違
変
候
節
者
扱
人
共
 
御
奉
行
所
江
申
立
、
寺
領
百
姓
立
入
方
入
会
無
差
支
様
取
極
可
遣
文
言
有
之
、
且
者
郡
中
夫
々
身
元
之
も
の
共
取
扱
候
故
相
違
無
之
儀
与
差
心
⑥
得
、
寺
領
之
も
の
共
安
堵
罷
在
候
由
之
処
、
／
其
後
訴
答
䮒
扱
人
一
同
出
府
、
儀
左
衛
門
䮒
扱
人
共
議
定
取
違
変
済
破
相
成
候
趣
上
組
惣
代
吉
郎
兵
衛
 
申
越
、
右
者
全
訴
訟
方
取
巧
ミ
謀
計
ニ
陥
り
寺
領
之
も
の
共
驚
入
、
是
非
共
往
古
 
之
仕
来
通
り
入
会
被
仰
付
候
様
御
訴
奉
申
上
度
旨
を
以
差
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
五
〇
（信
篤
）
出
願
拙
寺
江
申
出
候
間
、
安
政
四
巳
年
中
松
平
豊
前
守
様
寺
社
御
奉
（
安
英
、
行
御
勤
役
中
寺
領
百
姓
惣
代
萬
吉
与
申
も
の
間
違
差
出
候
処
、
御
掛
本
多
勘
定
奉
行
）
加
賀
守
殿
江
御
引
渡
被
成
下
候
得
共
、
右
一
件
落
着
迄
右
萬
吉
江
別
段
御
糺
も
無
之
、
同
年
十
月
中
口
書
䮒
御
裁
許
御
請
印
形
被
仰
付
候
節
、
愚
昧
之
百
姓
故
定
而
願
之
通
入
会
稼
無
差
支
被
仰
付
御
候
儀
与
相
心
得
調
印
い
た
し
、
御
裁
許
之
御
趣
意
追
々
承
知
い
た
し
途
方
ニ
暮
無
拠
其
義
右
豊
前
守
様
江
巨
細
書
取
又
ハ
写
相
添
御
訴
奉
申
上
帰
国
仕
、
地
頭
宝
幢
⑦
寺
江
も
写
を
以
届
出
候
間
、
／
御
請
書
之
御
旨
趣
篤
与
勘
考
仕
候
処
、
旧
来
入
会
暦
然
た
る
宝
永
度
其
外
数
通
之
証
書
御
除
、
訴
訟
方
 
差
上
候
享
保
・
寛
保
・
享
和
等
之
書
類
御
取
用
之
上
入
会
之
山
々
進
退
訳
被
仰
付
、
殊
ニ
寺
領
百
姓
立
入
方
之
儀
上
組
進
退
訳
之
内
江
立
入
候
者
格
別
、
三
組
入
会
与
相
定
候
場
所
者
勿
論
、
役
永
も
不
差
出
村
並
之
諸
役
助
合
茂
無
之
他
所
拾
四
ヶ
村
 
立
入
候
場
所
江
寺
領
ニ
限
り
立
入
不
相
叶
、
聊
た
り
と
茂
役
永
差
出
置
候
甲
斐
無
之
、
寺
領
百
姓
営
方
差
支
難
渋
仕
、
往
々
露
命
相
続
ニ
抱
候
旨
を
以
、
是
非
共
宝
幢
寺
 
其
御
筋
江
御
愁
訴
被
下
預
救
ニ
度
旨
是
迄
度
々
申
出
候
得
共
、
成
丈
外
働
方
い
た
し
幽
ニ
茂
相
続
⑧
可
致
旨
其
時
々
申
諭
候
所
、
／
去
酉
十
二
月
晦
日
中
組
名
主
儀
左
衛
門
 
任
御
裁
許
表
ニ
厳
重
之
断
出
之
、
弥
以
露
命
繋
兼
必
至
与
難
渋
之
旨
挙
而
申
出
候
、
尤
御
朱
印
高
所
持
仕
候
御
料
寺
領
之
百
姓
 
毎
年
六
月
年
貢
与
称
し
薪
六
拾
束
宛
宝
幢
寺
江
納
来
候
間
、
定
而
同
村
之
内
ニ
寺
領
山
林
も
有
之
候
儀
ニ
相
違
無
御
座
、
其
詮
ハ
薪
年
貢
毎
年
受
取
是
以
顕
然
之
証
拠
ニ
而
、
分
境
不
相
分
別
段
証
書
見
当
り
不
申
候
間
、
稼
方
仕
法
相
附
可
遣
手
段
無
之
、
左
候
迚
彼
等
願
之
通
山
口
村
寺
領
之
百
姓
地
頭
ニ
而
養
遣
候
儀
申
ニ
以
行
届
兼
、
旁
難
渋
必
至
之
場
合
ニ
陥
り
、
依
之
古
来
之
通
寺
領
百
姓
丈
者
御
林
山
野
共
勝
手
ニ
入
会
山
稼
出
来
候
様
歎
願
御
訴
訟
被
下
置
度
、
不
得
止
事
申
出
候
得
共
、
一
旦
御
裁
許
被
仰
付
候
儀
、
右
体
歎
願
仕
候
儀
者
不
容
易
儀
ニ
付
、
是
迄
再
応
利
解
申
聞
置
候
得
共
、
此
節
達
而
申
出
候
間
、
恐
入
候
得
共
右
次
第
ニ
付
無
是
非
今
般
御
愁
訴
奉
申
⑨
上
候
、
／
何
卒
格
別
之
以
御
慈
悲
之
御
沙
汰
幾
重
に
も
奉
歎
願
候
、
右
御
許
容
無
御
座
候
而
者
右
拾
八
軒
之
百
姓
礑
与
飢
渇
仕
候
外
無
之
、
実
以
不
便
歎
ヶ
敷
次
第
ニ
御
座
候
間
、
右
歎
願
之
趣
意
被
為
聞
召
訳
御
仁
恵
之
御
沙
汰
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上
水
野
和
泉
守
領
分
羽
州
村
山
郡
山
形
御
朱
印
地
新
義
真
言
宗
宝
幢
寺
浄
珊
煩
ニ
付
代
隠
居
文
久
二
戌
年
六
月
朝
海
印
寺
社御
奉
行
所
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
五
一
注⑴
松
本
和
明
「
近
世
中
後
期
出
羽
国
宝
幢
寺
領
に
お
け
る
土
地
移
動
と
支
配
」（
渡
辺
尚
志
編
『
東
北
の
村
の
近
世
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。
⑵
重
田
正
夫
「
御
朱
印
寺
社
領
の
成
立
過
程
│
武
蔵
国
（
埼
玉
県
域
）
の
場
合
│
」（『
文
書
館
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
八
五
年
）、
松
本
和
明
「
近
世
朱
印
寺
社
領
の
成
立
に
つ
い
て
│
慶
安
元
・
二
年
の
新
規
安
堵
を
中
心
に
│
」（『
論
集
き
ん
せ
い
』
二
九
、
二
〇
〇
七
年
）。
⑶
保
垣
孝
幸
「
江
戸
近
郊
に
お
け
る
『
寺
社
領
』
の
位
置
│
近
世
『
寺
社
領
』
論
の
前
提
と
し
て
│
」（
竹
内
誠
編
『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
貞
享
期
に
お
け
る
地
域
寺
院
の
朱
印
状
頂
戴
願
い
と
幕
府
の
対
応
│
武
州
豊
島
郡
下
村
西
蓮
寺
・
同
郡
稲
付
村
静
勝
寺
の
事
例
を
も
と
に
│
」（『
文
化
財
研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
近
世
「
御
朱
印
」
寺
社
の
所
領
特
質
と
制
度
的
展
開
」
（『
関
東
近
世
史
研
究
論
集
２
宗
教
・
芸
能
・
医
療
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）。
⑷
高
木
正
敏
「
羽
州
村
山
地
方
に
お
け
る
入
会
慣
行
と
山
論
│
特
に
山
口
村
を
中
心
に
│
」（『
法
政
史
論
』
七
、
一
九
七
九
年
）、
茎
田
佳
寿
子
「
幕
末
村
方
指
導
者
の
法
意
識
│
近
世
か
ら
近
代
へ
│
」（『
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
年
報
』
一
三
、
一
九
八
二
年
）、
渡
辺
尚
志
『
江
戸
・
明
治
百
姓
た
ち
の
山
争
い
裁
判
』（
草
思
社
、
二
〇
一
七
年
）、
第
三
章
。
⑸
宝
幢
寺
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
松
本
和
明
「
近
世
中
後
期
出
羽
国
宝
幢
寺
に
お
け
る
寺
役
人
の
職
分
・
身
分
│
近
世
寺
院
領
主
の
統
治
機
構
と
そ
の
特
質
│
」（『
人
文
論
究
』
五
七
│
四
、
二
〇
〇
八
年
）、
前
掲
、
松
本
「
近
世
中
後
期
出
羽
国
宝
幢
寺
領
に
お
け
る
土
地
移
動
と
支
配
」。
⑹
藤
田
覚
「
天
明
・
寛
政
期
の
農
村
構
造
と
「
豪
農
」
│
享
和
元
年
村
山
一
揆
の
前
提
│
」（『
歴
史
』
第
四
二
輯
、
一
九
七
二
年
）、
同
「
近
世
後
期
の
村
落
と
豪
農
経
営
の
動
向
│
羽
州
村
山
地
方
の
一
事
例
│
」（『
地
方
史
研
究
』
一
三
九
、
一
九
七
六
年
）、
青
木
美
智
男
『
近
世
非
領
国
地
域
の
民
衆
運
動
と
郡
中
議
定
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。
な
お
、
幕
領
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
安
政
期
ま
で
は
尾
花
沢
・
柴
橋
に
本
陣
屋
、
東
根
・
寒
河
江
に
出
張
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
以
降
は
、
柴
橋
に
本
陣
屋
、
寒
河
江
に
出
張
陣
屋
と
い
う
体
制
と
な
る
（
戸
森
麻
衣
子
「
代
官
所
役
人
集
団
と
幕
領
組
合
村
惣
代
│
幕
末
期
出
羽
国
村
山
郡
の
事
例
か
ら
│
」〔『
学
習
院
史
学
』
四
〇
、
二
〇
〇
二
年
〕）。
⑺
「
山
口
村
御
林
山
入
会
出
入
ニ
付
寺
領
 
歎
願
書
写
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
出
羽
国
村
山
郡
山
形
宝
幢
寺
文
書
一
五
六
三
、
以
下
、
宝
幢
寺
）。
⑻
「
入
会
山
差
留
ニ
付
無
差
別
立
入
稼
方
沙
汰
願
愁
訴
」（
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
文
書
Ｓ
一
九
一
、
以
下
、
山
口
村
）。 出羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
五
二
⑼宝
幢
寺
三
六
〇
五
。
⑽
「
当
番
帳
」
文
久
二
年
閏
八
月
十
三
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
⑾
「
寺
領
 
無
差
別
入
会
訴
訟
剪
紙
受
取
ニ
付
往
返
書
」（
山
口
村
Ｓ
一
九
四
）。
⑿
「
宝
幢
寺
領
入
会
一
件
ニ
付
申
上
」（
山
口
村
Ｓ
二
〇
一
）。
⒀
「
寺
領
 
無
差
別
入
会
訴
一
件
返
答
書
」（
山
口
村
Ｓ
二
〇
八
）。
⒁
一
連
の
争
論
に
お
い
て
中
下
両
組
で
は
千
百
六
十
七
両
余
が
割
賦
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
高
割
で
石
に
つ
き
八
百
二
十
文
余
・
軒
別
割
五
貫
・
身
元
割
五
貫
。
例
え
ば
所
持
高
二
十
三
石
余
の
久
右
衛
門
の
場
合
、
合
計
二
十
九
貫
六
百
六
十
一
文
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
①
高
割
分
の
み
負
担
、
②
「
嘉
右
衛
門
分
孫
四
郎
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
高
割
・
軒
別
割
・
身
元
割
と
も
負
担
、
の
パ
タ
ー
ン
も
多
い
が
、
当
該
地
域
に
お
け
る
土
地
移
動
問
題
に
鑑
み
れ
ば
、
①
は
山
口
村
領
の
土
地
を
所
持
す
る
他
村
民
、
②
は
実
際
は
他
村
民
が
所
持
す
る
も
の
の
、
帳
面
上
は
山
口
村
民
が
所
持
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
（「
嘉
右
衛
門
分
孫
四
郎
」
は
、
嘉
右
衛
門
が
実
際
の
所
持
者
で
あ
る
が
、
軒
別
割
・
身
元
割
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
帳
面
上
は
山
口
村
民
孫
四
郎
が
所
持
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
万
延
二
年
二
月
「
山
論
一
件
入
用
割
賦
請
印
帳
」〔
山
口
村
Ｓ
一
〇
六
〕）。
⒂
「
山
口
村
御
林
山
入
会
出
入
ニ
付
寺
領
 
歎
願
書
写
」（
宝
幢
寺
一
五
六
三
）。
⒃
「
中
山
口
村
与
出
入
一
件
宝
幢
寺
領
名
主
 
上
下
組
江
炭
焼
不
法
一
件
」（
山
口
村
Ｓ
一
一
〇
）。
⒄
「
山
口
村
御
林
山
入
会
出
入
ニ
付
寺
領
 
歎
願
書
写
」（
宝
幢
寺
一
五
六
三
）。
⒅
「
山
口
村
御
林
山
入
会
出
入
ニ
付
寺
領
 
歎
願
書
写
」（
宝
幢
寺
一
五
六
三
）。
⒆
「
当
番
帳
」
文
久
二
年
二
月
十
三
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
⒇
「
当
番
帳
」
文
久
二
年
二
月
十
四
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
21
「
当
番
帳
」
文
久
二
年
四
月
六
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
22
『
百
箇
条
帳
書
』
第
四
巻
（
新
生
社
、
一
九
六
五
年
）、
一
一
六
二
頁
。
23
「
山
口
村
御
林
山
入
会
出
入
ニ
付
寺
領
 
歎
願
書
写
」（
宝
幢
寺
一
五
六
三
）。
24
「
中
山
口
村
与
出
入
一
件
宝
幢
寺
領
名
主
 
上
下
組
江
炭
焼
不
法
一
件
」（
山
口
村
Ｓ
一
一
〇
）。
25
文
久
三
年
八
月
に
隠
居
朝
海
が
寺
社
奉
行
に
対
し
て
寺
領
惣
代
を
召
し
連
れ
て
参
上
し
た
旨
を
届
け
た
史
料
に
は
、
文
久
二
年
六
月
に
宝
幢
寺
よ
り
牧
野
備
前
守
方
へ
訴
訟
を
行
っ
た
が
程
な
く
し
て
転
役
と
な
り
、
引
き
継
い
だ
有
馬
遠
江
守
の
掛
り
役
人
滝
沢
喜
太
郎
よ
り
「
右
者
寺
領
之
者
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
五
三
共
差
出
可
為
相
願
、
尤
差
出
方
之
儀
者
役
寺
添
簡
ヲ
以
拙
寺
 
召
連
可
差
出
」
と
仰
せ
渡
さ
れ
た
と
あ
り
、
よ
り
詳
し
い
い
き
さ
つ
が
わ
か
る
（「
中
山
口
村
与
出
入
一
件
宝
幢
寺
領
名
主
 
上
下
組
江
炭
焼
不
法
一
件
」
山
口
村
Ｓ
一
一
〇
）。
そ
の
た
め
、
以
後
は
形
式
上
寺
領
民
が
訴
訟
の
主
体
と
な
る
が
、
訴
訟
に
か
か
る
諸
入
用
は
寺
賄
い
で
あ
る
と
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
宝
幢
寺
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
で
寺
領
民
は
訴
訟
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
26
「
当
番
帳
」
文
久
三
年
九
月
四
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
27
「
宝
幢
寺
領
入
会
一
件
ニ
付
申
上
」（
山
口
村
Ｓ
二
〇
一
）。
28
「
当
番
帳
」
文
久
三
年
十
月
十
一
日
・
十
二
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
29
「
当
番
帳
」
文
久
三
年
十
月
十
九
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
30
「
当
番
帳
」
文
久
三
年
十
一
月
二
十
二
日
・
十
二
月
大
晦
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
31
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
32
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
33
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
34
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
35
「
当
番
帳
」
文
久
三
年
二
月
六
日
〜
二
十
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
36
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
37
か
よ
う
に
領
主
間
で
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
だ
す
と
、
山
形
藩
も
一
件
の
経
緯
を
承
知
し
て
お
く
必
要
が
生
じ
た
よ
う
で
、
前
述
の
如
く
二
月
の
佐
之
助
出
頭
要
請
に
加
え
、
五
月
二
十
二
日
に
は
藩
よ
り
義
左
衛
門
の
主
張
す
る
宝
永
度
の
証
拠
書
類
を
披
見
し
た
い
と
の
内
意
が
あ
り
、
宝
幢
寺
は
書
類
を
提
出
し
て
い
る
（「
当
番
帳
」
文
久
三
年
五
月
二
十
二
日
、
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
38
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
39
「
当
番
帳
」
文
久
三
年
七
月
十
五
日
〜
二
十
三
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
40
「
中
山
口
村
与
出
入
一
件
宝
幢
寺
領
名
主
 
上
下
組
江
炭
焼
不
法
一
件
」（
山
口
村
Ｓ
一
一
〇
）。
41
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
寺
領
百
姓
山
稼
差
留
一
件
」（
山
口
村
Ｓ
二
八
〇
）。
42
「
宝
幢
寺
領
百
姓
掛
合
一
件
留
」（
山
口
村
Ｓ
二
二
）。
43
「
寺
領
 
無
差
別
入
会
訴
一
件
返
答
書
」（
山
口
村
Ｓ
二
〇
八
）。
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
五
四
44
「
中
山
口
村
与
出
入
一
件
宝
幢
寺
領
名
主
 
上
下
組
江
炭
焼
不
法
一
件
」（
山
口
村
Ｓ
一
一
〇
）。
45
「
当
番
帳
」
元
治
元
年
四
月
十
二
日
・
十
三
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
46
「
宝
幢
寺
領
山
口
村
百
姓
入
会
山
論
済
口
証
文
」（
宝
幢
寺
一
五
六
八
）。
47
「
当
番
帳
」
元
治
元
年
五
月
十
三
日
（
宝
幢
寺
二
三
二
八
）。
48
「
宝
幢
寺
一
件
佐
之
助
江
示
談
仰
渡
方
取
計
願
」（
山
口
村
Ｓ
二
一
二
）。
49
例
え
ば
、
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
旗
本
知
行
と
村
落
』（
文
献
出
版
、
一
九
八
六
年
）、
白
川
部
達
夫
『
旗
本
知
行
と
石
高
制
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。
50
荻
生
徂
徠
『
政
談
』（
岩
波
書
店
、
初
版
一
九
八
七
年
）
四
七
頁
、
井
上
攻
「『
民
間
省
要
』
に
見
る
徳
川
家
関
係
寺
社
領
特
権
批
判
」（『
東
海
史
学
』
三
六
、
二
〇
〇
二
年
）。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
出
羽
国
村
山
郡
山
口
村
に
お
け
る
文
久
期
山
論
と
宝
幢
寺
五
五
